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学位論文内容要旨

 序論

  いろいろな植 物の休眠がジベレリ ン( GA)によって破 られることが知 られているが, シュウカィ ド

 ウ及びいくつかの樹木の休眠芽はGA処理により発芽が抑えられ休眠期間が延長されることが報告され

 ている(長尾・三井, 1959コ Weaver 1959, Br ian et. al 1959)。 この論文ではコ シュウカイド

 ウ地 上塊茎のG A処理によ る発芽抑制機構について研究すると同時に, シュウカィ ドウなどのGAに対

 するこのような反応性がこれらの植物だけにみ られる特異的な ものなのかどうかを知るために, 今まで

 殆 ど全く知られていない草 本植 物のムカ ゴの休眠性について も調査し, シュウカイ ドウの場合と 比較検

 討を行 なつ た。

 1 シュウカイ ドウ 地上塊茎の形成。発芽に及ぼすGAの影響

   シュウカイ ドウ地上塊茎の形成は短日条件下で行なわれる(江刺・長尾 1958 )。 短日によっても

 た らされ る形態形成はG A処理により抑制されること が一般的事実として知 られている。 シュ ウカィ

  ドウの地 上塊茎形成 もG A処理によ り抑え られるが, それは処理が短日開始後, 10日頃までに行な

 われた時だけであ り, それより後の処理ではG Aは逆に発芽を抑え休眠を深める作用をもつ。 このよ

  うなGAに対する反応 性の 逆転 は芽の性質 の変化によるものであ り, その変化 は葉からの短日刺激を

 受け て起ったと考えられ る。 この後塊茎の成熟に伴いGA処理による発芽抑制は強くなる。

  GA処理によ る発 芽抑 制は低 0, 分圧( 0. 3～3%) 中の培養 で弱く, 10%02 以上 で顕著に現われ

  る。 また・ P-nitrophenoL salicylaldoxi meり resorcinol・ 2, 4- dlnitropheno量, NaN3 及

  び蛋臼 生合成阻害 剤の cyc loheximi deな どがG Aによる 発芽抑制 を軽減す る傾向がみ られ た。 これ ら

 のことか ら, GAによる発芽抑制には polyphenol oxidase の稼動 エネルギーの生成り 蛋白合成

  などの関与が考えられ る。 実際, GA処理を行なった塊茎のホモジェネー トの po tyhenol ox idase

 活性は高い。 一方, 2 2。C弱光下に数 10 日置いた未熟地上塊 茎は低02 分圧中の培養ではGA処理

  により発芽が促進きれる。 この事実はシュウカィ ドウ塊茎中にはG Aが発芽抑制をもた らす系と発芽

 促進をもた らす系の2っ が存在している可能性 を示唆す る。 この2つの系の相対的な強さは塊茎の成

 熟程度 や種 々の状態によって変化していると考え られ る。

  塊茎の形成途上にGA生合成阻害剤の CCC 処理を行なうと, 塊茎の肥大は起る が休眠には入らず,

 連続短日条件下に於ても発芽す る。 体内GAは休眠誘導に必要なものであろうと考え られ る。

 2 シュウカイ ドウ地上塊茎中の生長調節物質

  休眠状態の制御がいろい ろな生長調節物質によってなされているという報告が多く の植物 材料にっ

  いてなされている。 シュウカイ ドウ塊茎の場合の生長調節物質の関与の仕方の大略を知るため, いろ

 いろ な生理状況 の塊 茎中の生 長調節物質の抽出・ 分画・分離を行なつ た。 定量はチ シャ 胚軸の 1申長度
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 により行なった。 その結果, 酸性・中性・塩基性酢酸エチル, n一ブタノールの4つの分画に生長抑

 制物質が含まれてお り, それらは地上塊茎の発芽を抑える作用 もある乙とを明らかにした。 これらの

 抑制物質はGA処理を行なった塊茎中に多く含まれている。 また自然状態での休眠の深まりと共に増

 加する。 上の事実か ら, 上述の抑制物質が休眠誘起に関与し, GA処理は自然状態における休眠と同

 様な休眠を誘導するものと考えられ る。 次の結果もこの見解を支持する。 中性酢酸エチル分画の発芽

 抑制物質は赤色光, 高02 分圧な どの処理により増加 し, P- nitfopheno1, 低02分圧処理により増

 加が抑えられ る。

  以上述べたようにシュウカイ ドウ地 と塊茎の休眠はG A処理及び体内G Aによって誘導きれると考

  え られる が, このような性質は草本の地上部に出来る休眠芽 という特殊性によるのかどうかを判断す

  るため, 他の草本のムカ ゴの休眠性について調べた結果を次に述べ る。

 5 ナガイモのムカゴの休眠性

   ナガィ モの ムカ ゴは未熟な時は光照射のみで発芽す る。 成熟す ると共に光発芽能が減少し低温処理

 が必要となる。 G A処理によって発芽が抑えられ る。 AMO-161& B-9, CCC などにより発芽が

  促進さ れ未熟なムカゴが暗所 でも発芽する。 母植物体から切り 離 した ムカ ゴで CCC の効果が明らか

  にみられることはシュウカイ ドウと異なる点であ る。 (後者では遊離ムカ ゴではCCC の影響は認め

  られない )。 ナガイモの遊離ムカ ゴに於ては休眠状態を維持するために不断にG A合成 が行なわれて

  いると考え られ る。 未熟なムカ ゴは青色光照射, 低0, 分圧培養で発芽が促進される。 成熟したもの

  は光照射のみでは発芽しないが青色 光照射は休眠の深まりを抑 え, 低温処理後では緑や赤色光が発芽

  を促す。 また, 未熟なものとは異なり, 高0! 分圧培養で発芽し易い。

   Dio8corea 属の4種でムカ ゴの休眠打破のための低温要求性の強きの大略を調べた結 果, D. ゐα ∫α一

  `α5 > DJαρo雇σα >D. 加'配∫θ rα> D.堀碗α の順であることが判明した。

 4 ムカゴイラクサ, ウワバミソウ, コモチマンネングサのムカゴの休眠性

  ムカ ゴイ サクラとウワバミソウの ムカ ゴは短日 で形成さ れ, いずれも未 熟な時は光照射の みで容易

 に発芽するが, 成熟すると低温処理が必要となる。 このようなムカ ゴの発育に伴う休眠性の変化はシ

  ュカィ ドウとナガィ モにもみられた現象であ り, 草本の休眠体に普遍的な性質 であるらしい。 この2

 っの休鰍階は樹木の su㎜er d・rmancy・ winter dorm㎝cy に対応するものであ

  の休眠段階の厳密さや長きが腫により異な り, その種特有の休眠性を示すのであろ う。 すぼわち, ム

  カ ゴィ ラクサ の成 熟ムヵ ゴは発芽及びそ の後の 生育のた めに厳密な 低温要求 性を もってい る。 ウワバ

  ミソウ ではムヵ ゴの発芽だけのためな ら必ずしも低温処理を 必要としないが, 低温処理をしない場合

  には発芽後の生長が遅く生理的矮性形態をとる。 ウワバミソう以外のものの成熟ムカ ゴで も, 発芽だ

  けのた めなら低温処理 は短期間で間に合うが, その後の生長を正常に行なわしめるにはより長期の低

 温処理が必要であ る。 低温 は発芽と生長の 2つの現象に関与してい る。

   ウワバミソ ウ, ムカ ゴイ ラクサの未熟なムカゴの光発芽は青と近赤外光 で促される が, 成熟ムカゴ

  (ムカ ゴイ ラクサの場合は低温処理後)では赤や緑色光の発芽促進作用が増す。 赤色光が発芽に有効
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  であることは多くの 光発芽種子でみ られているが, 青や近赤外 光が発芽に有効であ る例 はこ れ らの草

  木の ムカ ゴに於て し か観察き れていな い。

  ムカゴイラクサ, ウワバミソウのムカ ゴは共にいずれの休眠段階に於ても02 分圧が高い方が発芽

  生長し易い。

  以 」二の例とは異なり, コモチマンネン グサのムカゴは長日条件 で形成きれ発芽には短日条件が必要

  であ る。 耶色光の連続照射では青と近赤外光が発芽を強く抑制す る。 形成条件 が逆のものでは青と近

  赤外光の関与の 仕方 も逆になっている。 このムカ ゴの 光に対する 上述の反応 は長 日花成について知 ら

  れている青, 近 赤外による花 成促 進(栄 養生長抑制)と同様 な反応とみることが 出来 る。

   これ らの3種の ムカ ゴはその形成条件や 単色 光の 影響の違いな どに は関係無くGA処理が発芽を促

  進ずる。 ムカゴイ ラクサでは p- ni tropheno1 とGAとを同時に処興すると7 G八単独の場合に比べ

  て 更に発芽率が高い。 このことは, このムカ ゴにもシュウカィ ドウに於ける発芽抑 制系と同様な系が

  存在していてG Aが一 部その系に働いてお り, それをp- ni trophenol が抑 えたために発芽 率が 一層

  高まったものと考 えれば説明され る。 このよ うに発芽 に関してGAが関与する逆向きの2つの系は一

  般的に存在 して いて, GA処理によって発芽が促進される か抑制されるかの違 いはこの 2つの系 の相

  対的な強さによるものであろう。 その相対的な強さは種により異なり, また成熟程度やその他の諸条

  件により異なるものと考 えられ る。

 結び

  以 ヒの各種のムカ ゴの休眠の性質 を表 にまとめて示す。

  GAによる発芽抑制の有無は形成条件, 休眠性の変化, 光感性などには関係なく, 未熟な時の発芽に

 適当な0, 分圧の高低に一致 してい る。

  光発芽惟一低音1、t要求性という成熟に伴う休眠性の変化, 低温処理や形成条件による光感性の変化, 種

 や成熟程度による0, 要求性の違いな どをもた らしている機構 にっ いては未だ判っていな い。

     形 成 休眠性の変 化 発芽を促進する光発芽を抑制すス光発芽に好適なO,分 圧GA
     植物名の

     条件未熟成熟未熟成熟未熟 成熟未熟成熟作用

     シュウカイ ドウ         ゴ三 三生三短日光発芽 低温要求 蒜外 近昇外赤赤低貞抑制

     ムカ ゴイラクサ         主 青,近赤外短日光発芽低温要求 目          赤,緑高高促進
     虫

     ウワバミソウ短日光発芽低温要求近暴外 赤古古障」同促進

     ナガイモ薯鵯 光発芽 麗要求 青 嚢浜縁縁日低高抑制

     コモチマ ンネ ングサ長日短日発芽低目発芽 な し青近赤外促進
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 論文審査結果の要旨

  ジベレリ ン(G八)は賑々の植物において休眠を打破する作用 を示すが, シュウカイ ドウ地上塊茎

 ( Beg ・一 Tb )その他若二Fの樹木の休眠芽ではGAは逆に発芽を抑制する。 この論文では, Gへによる

 Beg - Tわ の発芽抑制の機構を研究すると其に, このようなG Aに対する反応性は若干の植物だけに特

 異的なものかどうかを知 るため, 数種の草木植物のムカゴの休眠性を調査し Beg- Tb の場合と 比較検

 討した。 8章よりなり大要次のような結果を得た。

  まず, GAによる Beg - Tb の発芽抑制 に対する酸素分圧, 種々の代謝阻害剤の影響などを調べた結

 果, この発芽抑制にはポリフェノ ールオキシダーゼ系コ エネルギーの生成, 蛋白 合 成な どの関与する

 ことが推測きれた。 一方, 特殊な条件を与えるとG Aが発芽促進作用 を示 し得ることを認めた。 これら

 の事実か ら, Beg - Tb 中にはG八が発芽抑制を来す系と, 発芽促進を来す系の両者が共存 し, そ の相対

 的な強きによりG Aが 発芽抑 制的または促進的に作用するものと考えた。 なお、短日条件下 で塊 茎形成を

 行ないっっある植物体にGA生合成阻害剤CCC処理を施すと, 塊茎は肥大するが休眠に入らず発芽し

 てくることから, 体内GAが休眠誘起に与ることを示唆した。 Beg -Tb の抽出物を4分画に分け, 各

 々 のぺ一パークロマトグラムの生物学的活性を調べた結果, どの分画にも生長抑制物質が認められた。

 これらはいずれも 勘g - Tb の発芽を抑 制す る作用があること, その量は休眠の深まりと共に増すこ と,

 G A処理 を行なつ た塊茎 に多く含まれる ことなどか ら, これ ら抑制物質が休眠に関与することを示唆し

 た。 中性酢酸エチル分画中の抑制物質量が, 発芽抑制的条件下で増加し, 促進的条件下で減少すること

 もこの見解を支持する。

  つぎに, ナガイモ, ムカゴイラクサ, ウワバミソウ, コモチマンネングサのムカゴの休眠性を詳細に

 検討し, Beg-Tb の場合との類似点, 相違点を明らかにした。 そのうち次の2点は特に注目に値する。

 il ナガイ モのムカ ゴは Beg -Tb と同様にG Aによりその発芽が抑制きれるが, 後の3腫ではG Aに

 より発芽が促進される。 の 後者の場合にもGAが発芽抑制を来す系が共存することを, 適当な実験

 条件を与える乙とにより証明し得る。

  以 ■ヒ, 本論文はムカ ゴの休眠に関し多くの新知見を得ただけでなく, 一般的に休眠誘起機構の解明に

 寄与する所が極めて大きい。 よっ て岡上伸雄提出の論文は理学博 士の学位論文として合絡 と認める。
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